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1. はじめに 
イノベーション管理ツール『IdeaScale』とは、2008 年のリーマンショックによって経済危機とな
った⽶国において、当時のオバマ⼤統領のイノベーション政策によって誕⽣したイノベーションの
仕組みを構築するためのクラウドプラットフォームです。 

 
本書が紹介する事例や活⽤例は⼀部ですが、世界中で多くの公的機関や⺠間企業などに採⽤され、
イノベーション管理ツール市場では 2021 年からリーダーの位置付けとなっています。 
現在、国際的なイノベーション管理ツールのデファクトスタンダートとも呼ばれるようになりまし
た。 

 

 

2009年設⽴

• カリフォルニア
• ワシントンDC
• バングラディシュ
• カナダ
• ドイツ
• シンガポール
• ⽇本

オバマ⽶国⼤統領の
イノベーション政策に
よって誕⽣
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2. 導⼊事例 

2.1 ⽇本の導⼊事例 
2.1.1 株式会社 NTT ドコモ（携帯電話・通信事業） 

導⼊企業 株式会社 NTT ドコモ 

背景 

⼤きな企業では、アイデアを共有したり、それを評価し合うこと⾃体が困難です。イノベーションの推進者
は、”USG(United States of GIRATSUKI：ぎらつき合衆国)”と呼ばれる組織を結成し、ビジネスアイデアの
発案と実現、技術⼒を伴った⼈材の育成の場づくりを⽬標としました。推進者は組織の活動をより効率化す
るために、アイデアを共有し、コメントするための「ショーケース」を探していました。そこで、ドコモ社
内ですでに稼働していた IdeaScale を利⽤して、USG をオンラインで活動できるようにし、部署を横断して
イノベーション活動を実践する仕組みを作りました。 

導⼊した仕組み 

イノベーション管理ツール『IdeaScale』を通じて、当初はサービス開発部⾨のみの参加でしたが、徐々に
広がり、サービス開発、情報システム、国際事業、スタートアップ投資と 7 部⾨にまたがるようになりまし
た。また、⾃社だけでなく、100 名近い他社の社員を招き⼊れ、アイディア創出やプランづくりに参加する
ことになりました。開始時点では 3 社だった共同体制も、現在は 5 社まで拡⼤しています。 
 
オンラインとオフラインの併⽤ 
IdeaScale によるオンラインだけでなく、対話コミュニケーションを主としたオフラインのイノベーション
活動を並⾏させることで、オンラインだけでは停滞しがちな活動を活性化させることに成功しました。その
ときにも IdeaScale 上でアイデア創出を競い合い、会議でグループを作ってプラン作成を⾏いました。そこ
では、最も多くアイディアを出した⼈を表彰するイベントも⾏われ、お互いの成果を祝福しました。ここで
表彰されたのは、ドコモの社外の⼈でした。 
 
オープンイノベーションの知的財産の取り扱い 
IdeaScale の機能を使って、オープンイノベーション向けのキャンペーンと社内向けのキャンペーンを分け
ました。オープンイノベーションの場合は、アイディアの知的所有権を誰も持たないという形にし、アイデ
ィアが実現した際のビジネスオーナーとしては、ドコモが権利を所有することになりました。他社からの参
加者は、権利よりもオープンイノベーションの経験を重んじました。 
 
オンラインで共有できるプラットフォームを活⽤することによって、部署、部⾨だけでなく、会社の枠組み
を超えた横断的な取り組みを実現できました。現在も、その活動は拡⼤を続けています。権利の⽅針も事前
に決めることで、ビジネス上のトラブルを回避できました。 

成果 

利⽤開始から半年で、以下のような成果をあげました。 
• 参加⼈数: 818名(うち、ドコモ社員 736名) 
• 参加部署: 7（⼦会社 2つ含む） 
• アイディア件数 : 368 件 
• 投票 : 734 件 
• コメント件数 : 1001件 
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2.1.2 Sansan 株式会社（インターネットサービス事業） 

導⼊企業 Sansan 株式会社 

背景 

近年、クラウド名刺管理サービスは全国で需要が⾼まっており、従来のアナログな名刺管理から、デジタル
への移⾏が進んでいます。個⼈向け名刺管理サービス『Eight』や法⼈向け名刺管理サービス『Sansan』を提
供する Sansan 株式会社は、数年のうちに 300 名⾜らずの社員で、政府・官公庁、各ビジネス分野における
⼤⼿企業、急成⻑中のスタートアップ企業など、5000 社以上の名刺管理サービスの導⼊に成功させた、クラ
ウド名刺管理サービスのトップリーダーです。競争の激しい領域において、名刺管理サービスの改善をさら
に前進させるため、イノベーション管理ツール『IdeaScale』をエンジニアチームのプロダクト管理プラット
フォームとして、アイデア⽣成、実装のためにトライアルでご導⼊いただきました。 

導⼊した仕組み 

プロダクト管理プラットフフォーム 
エンジニアチームを中⼼とした価値を⾼めるためのプロダクト開発やサービス改善は、⼩さなアイデアから
⼯数をかけることなくすばやくプラン作成を⾏い、開発、実装まで導いて⾏く必要があります。Sansan で
は、社内コミュニケーションツールを活⽤してアイデア⽣成を⾏なっていましたが、それだけではアイデア
が発展せずに消えてしまうことが問題でした。 
 
質の⾼いディスカッションとアイデア出し 
そこで、IdeaScale を利⽤して、アイディアに集中できる環境を作りました。その成功後、Sansan 社内で利
⽤していたコミュニケーションツールと IdeaScale を接続することで、IdeaScale のアイデアをコミュニケー
ションツールでも共有し、アイデアについて質の⾼いディスカッションができる環境を作りました。こうす
ることで、少⼈数でも、多くのアイデアを集中的に検討できるようになりました。 
 
プロダクト開発の効率化と⽣産性向上、そして価値の向上 
⼩さなエンジニアチームでも課題を明確にして、効率的なプロセスを構築することによって、短期間で多く
のアイデアを⽣み出し、価値の⾼いプロダクト開発を前進させることができました。 
 
その他にも効果を発揮 
エンジニア間のアイデア共有だけでなく、IdeaScale は Sansan のオフィスの改善にも威⼒を発揮しました。 
Sansan取締役、Eight 事業部⻑ 塩⾒賢治様は、アイディアスケールについて、以下のように語りました。
「IdeaScale は各部⾨メンバーのアイディアとエンジニアをつなぐ新しいプラットフォームであり、主体的な
開発の実現に貢献してくれました。今後は上記の取り組みだけでなく、⾃社のプロダクト開発にも IdeaScale
を活⽤していきたいと考えています」 

成果 

トライアル期間中、わずか⼀ヶ⽉で以下のような実績を残しました。 
• 参加⼈数: 148名 
• アイディア件数 : 19 件 
• 投票 : 191件 
• コメント件数 : 17件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6 

2.1.3 楽天株式会社（インターネットサービス事業） 

導⼊企業 楽天株式会社 

背景 三⽊⾕社⻑から従業員からボトムアップのイノベーションができるようにしたいという要望により、イノベ
ーション管理ツール『IdeaScale』を導⼊した。 

導⼊した仕組み 

2016 年に 30 名規模でスタートし、短期間で全社規模へ 

2016 年に最初は 30 名程度でイノベーション管理ツール『IdeaScale』を利⽤し、すぐに 60 名に拡⼤して

本格的に運⽤を開始。最初の 3ヶ⽉で 86 件のアイデアを収集しました。翌年には、全社規模までに利⽤が

発展しました。 

イノベーションアンバサダー制度 
イノベーションアンバサダー制度を作り、⼈事評価制度を連動させました。⼈事評価の KPI の 5%を反映さ
せ、イノベーションの促進を⾏いました。 

成果 

・参加⼈数: 8450 名 
・アイディア件数 : 395件 
・投票 : 2136 件 
 
たった 1 年で世界的なイノベーション企業としてランクイン 
2015年以前は、楽天株式会社はイノベーション企業としてランキングは圏外であり、誰にも認知はされて
おりませんでした。しかしながら、この取り組みにより、翌年の 2016 年度には The worlds Most 
innovative company  17位にランキングされました。 
 
誕⽣した代表的な新規事業 
・楽天チェック：対象のお店や施設などで「チェックイン（来店・来館）」すると楽天ポイントが獲得でき
るサービス 
・そら楽：ドローンを活⽤した配送サービス、事業開始当初は、ゴルフ場コース内でプレイヤーがスマート
フォンの専⽤アプリ（Android版）を使って、ゴルフ⽤品や軽⾷、飲み物などを注⽂すると、ドローンがコ
ース内の受取所まで商品を届けるサービスを展開 
・ラクパ：パーキング（駐⾞場）のシャアリングサービス/楽天トラベルなどの各事業との連携 
・楽天 VR：VR デバイスによる事業展開 
・ラクテンシャ：広告モデルの無料レンタル⾃転⾞ 

 

 

 

The worlds Most innovative company Rank 17
15% Sales growth through innovation
http://www.forbes.com/innovative-companies/list

楽天VR

楽天チェック

ラクパ

そら楽 ラクテンシャ
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2.1.4 株式会社システムコンシェルジュ（受託開発型システムインテグレータ） 
導⼊企業 株式会社システムコンシェルジュ 

背景 

採⽤から 1年以内の従業員の退職率が 50%を超え、組織サーベイや従業員アンケートなどを繰り返し、⼼理
的安全性が低い状態でした。代表取締役や役員が⾃ら活動をして売り上げをあげる状況のなかで組織が育た
ないという課題を抱えていました。代表取締役の飯⽥より、従業員が誇れる会社にしたい、若⼿が活躍でき
るようにしたい、お客さまやエンジニアを含めて皆が幸せになる仕事ができるようにしたいという要望から
イノベーションの仕組みに取り組むことにしました。 

導⼊した仕組み 

⽅法論の選定：イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の導⼊ 
イノベーションをマネジメントするという考えは、⼀⾒⽭盾しているように思いましたが、IMS を知れば知
るほど⼈材育成、組織開発、新しい価値の創出、価値の向上など私たちが抱える課題を解決できるものと理
解できました。 
Japan Innovation Network(JIN）の松本⽒との出会いとアドバイスによって、すぐに IMSAPスタジオという
IMS研修講座に申し込みを⾏い、5 名のメンバーが受講し、IMS の全容を理解し、組織への実装には「イノ
ベーション管理ツール」「プロジェクト管理ツール」「ナレッジ管理ツール」という３種類の IT ツールが必
要と判断しました。 
 
IT ツールの選定：最適な IT ツール 
世界中のイノベーション管理ツールを調査し、開発元への問い合わせによる直接ヒアリングや市場調査レポ
ートなどの情報をまとめ、⽐較検討したところイノベーション管理ツールは IdeaScale（アイデアスケール）
に決定しました。 
プロジェクト管理ツールとナレッジ管理ツールは、費⽤をかけずになんとかしたいという思いで、すでに導
⼊していたMicrosoft365 を前提に IMS の活動プロセス、プロジェクト管理⼿法、ツール間連携（エコシス
テム）、プロセス間連携などの評価を⾏いました。その結果、Microsoft365 では IMS の仕組みとして運⽤に
耐えられるものではありませんでした。もし⼈的リソースが余っていて⼈的⼿間を⼤幅にかけて運⽤するな
らMicrosoft365 でも実現できたかもしれません。しかし私たちには専任担当や専任部⾨などをアサインでき
る⼈的リソースはありませんでした。 
その後、プロジェクト管理ツールは Backlog、Jira Software、Asana、Wrike、Notion、ONES Project など
を評価、ナレッジ管理ツールは、Confluence、サイボウズ、Notion、SharePoint などを評価しました。 
評価ポイントは、機能や価格だけでなく、開発元の組織⽂化や⽅針、サポート品質、ソリューションパート
ナーの評価というように単なるツール評価ではなく⼀緒に成功を⽬指してくれることを前提にした評価を⾏
いました。 
私たちの結論として、プロジェクト管理ツール『ONES Project』、ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』を採
⽤しました。 
 
イノベーションアンバサダー制度 
イノベーションアンバサダー制度を作り、⼈事評価制度を連動させました。⼈事評価の KPI の 10%を反映さ
せ、イノベーションの促進を⾏いました。 

成果 

オンリーワンの称号を取得 
ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）認証取得に合格し、国内初の ISO56002 認定企業とな
りました。 
 
⼈材育成・組織開発の評価 
離職率が 10%未満に低下し、ラーニング企業から⼈材育成・組織開発に関するアワードを受賞しました。 
 
エンジニアのモチベーション向上 
⼀緒にイノベーションに取り組みエンジニアからは「エンジニアが幸せになる仕組み」という評価があり、
モチベーション向上、従業員エンゲージメント向上に役⽴ちました。 
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2.2 海外の導⼊事例 
2.2.1 EA スポーツ(ゲーム事業) 

導⼊企業 EA SPORTS（ゲーム事業） 

背景 

Electronic Arts Inc. は⽶国に本社を構える世界的なインタラクティブおよびビデオゲームの会社でありま
す。EA SPORTS は EA のグループ会社であり、これまでにアメフトゲームのMadden NFLやサッカーゲー
ムである FIFA をなどを⽣み出してきました。これらのゲームはモバイルやコンソールなど様々にデバイスに
対応し、世界中のユーザーに利⽤されていました。 
これまでに、EA SPORTS ではこれらのゲームのスーパーユーザー、ファンによるコミュニティを形成、推進
してきました。ゲームチェンジャーと呼ばれるスーパーファンはゲームへのフィードバックを通じて、ゲー
ム開発に貢献してきました。EA では彼ら同⼠の交流、意⾒交換、コラボレーションを更に促進し、新しいア
イデア、新しいユーザーへアプローへを可能にできないか検討をはじめました。 

導⼊した仕組み 

新しい統合されたコミュニティを実現するための時間は⾮常に限られていたが、IdeaScale と EA SPORTS は
⾮常に短期間で、IdeaScale の API と EA SPOETS サイトの連携を成功させました。ユーザーはひとつのロ
グインでこの統合されたコミュニティへログインでき、また、サイトのデザインは CSS のインテグレーショ
ンにより EA SPORTS のサイトデザインをそのまま利⽤することができました。 
2社のコラボレーションにより、新しいゲームチェンジャーアイデアフォーラムは短期間でローンチし、成
果を上げることに成功しました。 

成果 

ユーザーとのエンゲージメント向上 
• 7,800以上のアイデアが寄せられました。Madden NFL 13 などへのアイデアも含まれています。 
• 175,000以上の投票が寄せらせ、アイデアの評価および実⾏におけるフェーズにおいてコミュニティメンバ
ーのエンゲージメントは改善しました。200以上の投票を集めたMadden NFL 13へのアイデアが完了・実
⾏タブへ移り実現が決まった際には、メンバーのエンゲージも⾮常に⾼いものでありました。 
 
ゲームのコミュニティメンバーと⼀体となった価値ある製品開発へ 
• 12,000 におよびアクティブユーザーの中にはゲームチェンジャーのコミュニティメンバーだけでなく、他
のコミュニティのメンバーも含まれ、いまでは Ideas Forumは EASPORTS にとって、製品開発からマーケ
ティングまでの貴重な情報や戦略を管理するプラットフォームとなっています。 
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2.2.2 ⽶国ホワイトハウス（公的機関） 

導⼊企業 ⽶国ホワイトハウス 
Five Years of SAVE Awards 

背景 

2008 年のリーマンショックにより⽶国政府は約 209兆円の負債を計上するなど⼤きな打撃を受けました。当時
の⽶国オバマ⼤統領は⽶国の早期の経済回復と再成⻑を促すための「イノベーション政策」を発表し、そのな
かでイノベーション管理ツール『IdeaScale』が誕⽣しました。 
職員の声やアイデアを聞き⼊れ、政策やプロセス改善、コスト削減などに役⽴てるという⽬的でした。 

導⼊した仕組み 

SAVE Award は 2009 年、⽶国オバマ⼤統領により開始されました。 SAVE とは Securing Americas Values 
and Efficiency” の略であり、⽶国政府をより効率よく、効果的に運営する為のアイデアを広く政府系職員に募
った IdeaScale 上のキャンパスです 。 
このキャンパス上で毎年、オバマ⼤統領は IdeaScale を活⽤し、国家予算の縮減を⽬指したアイデアを広く募
りました。アイデアはすべての政府系機関より集められました。 
 
優秀なアイデアはオバマ⼤統領の前でプレゼンテーションを⾏う 
アイデアはすべての政府系機関より集められ、IdeaScale のプラットフォームを活⽤し、すぐれたアイデアは
選別されました。 予算委員会により提出された最終アイデアは国⺠による評価・投票されます。最も優れたア
イデアはホワイトハウスにて、オバマ⼤統領の前でプレゼンテーションされました。 

成果 

• 参加⼈数: 63,000 名 
• アイディア件数 : 8,000件 
• 投票 : 301,000件 
 
4 年間数で百億円の経費削減に成果 
4 年間で、81万件のアイデアが採⽤され、数百億円の経費削減を実現しました。 
 
脅威の回復⼒：短期間で経済回復と再成⻑ 
2008 年のリーマンショックから 2 年で⽶国経済は元の状態へ回復しました。先進 5カ国のなかで、たった 2 年
で回復した国は⽶国のみでした。3年以降にドイツ、フランス、英国と続き、5年後に⽇本が続きました。 

 

 
 
 
 
 

 

内閣府公表データ
第2-1-1図 主要先進国の実質GDPの推移

https://www5.cao.go.jp/j-j/wp/wp-je22/h06_hz020101.html
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2.2.3 コロンビア⼤学（学校法⼈） 

導⼊企業 コロンビア⼤学 
Columbia University 

背景 

コロンビア⼤学は 1754 年に創⽴された歴史ある⼤学です。アメリカでは５番⽬に古い⼤学です。マンハッタンに
あるキャンパスでは約 6,000 ⼈の学部⽣が学んでいます。由緒あるリサーチセンターも隣接し、そこで学ぶ⽣徒
やスタッフにとっては最⾼の学びの場となっています。 
コロンビア⼤学のより素晴らしい教育環境提供への取り組みは⾼く評価されており、全⽶⼤学ランキングの 11 位
にランクしています、 2013 年には CCSC（コミュニケーションコミッティ）は IdeaScale を利⽤したクラウド
ソーシング型のキャンペーンを開始しました。キャンパスライフの改善に向けて CCSC はアイデアや取り組みを 
IdeaScale のプラットフォームに集約し、⽇々管理しました。 

導⼊した仕組み 

このコミュニティは、 ”What To Fix Columbia” と名付けられ、参加はコロンビア⼤学に属するメンバーに限定さ
れました。キャンパス内のポスター、wtfcolumbia.com ドメインの特設サイトの開設、 CCSC によるプロモーシ
ョンなど、様々な⽅法を⽤いて 8 ⼈のメンバーにより管理された IdeaScale 上のキャンペーンへの参加を促しま
した。 

成果 

教職員では思いつかないキャンパスライフの改善アイデアの収集 
ゲートの開閉時間、新規郵便通知システム、夜間ウォーキングサービスなど含む、200以上のアイデアが投稿され
ました。 
 
古い習わしやルールと現在の価値観とのギャップを把握 
投稿されたアイデアはコミュニティによってレビューされ、精査されました。中には卒業式のゲストスピーチはコ
ロンビアの学位保有者に限定している取り決めは、スピーカーのオプションに⾮常に限定的にしてしまうなど現役
⽣徒の意⾒も寄せられました。 What To Fix Columbia の活⽤により、⽣徒や関係者の意⾒を幅広く取り⼊れ、数
値化することで、この⻑く続く決まりを変えることに成功しました。 
 
キャンパスを拡⼤せずに学習スペースの問題を解消 
⻑い間、コロンビア⼤学のマンハッタンのキャンパスは⾯積の関係上、これ以上キャンパスを拡⼤することができ
ずにいました。 WFT コロンビアに寄せられたアイデアを元に、 コロンビアは⼀番⼤きなダイニングホールを夜
間に学習スペースとして学⽣へ解放することを決定しました。また、 Wifiへの不満が多かったことから、この
夏、キャンパス全体にWifi を設定しました。 
 
成果を拡⼤するために、さらに利⽤範囲が拡⼤ 
IdeaScale を活⽤し、データに基づいてアイデアを提⽰することで、関連部署、学部の利害関係を避け、より迅速
にアクションを実⾏に移すことが可能になりました。 こうしたコミュニティ活動はエンジニアリング科、⼀般教
養科、バーナルドなど３つのことなるスクールでも展開されるようになりました。 
 
改善活動の重複排除と⾒える化による⽣産性向上 
IdeaScale を利⽤した WFT コロンビアキャンペーンでは重複するアイデアが排除され、常に誰がどのようなアイ
デアに賛成しているかなど、⼀覧できるようになりました。また、キャンペーンサイトは情報発信、収集のハブの
役割も今⽇では果たしています。 
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2.3 その他の導⼊実績 
現在、イノベーション管理ツール『IdeaScale』は、世界的な拡⼤をしており、⽇本においても
新規事業開発やイノベーションに取り組む企業では、イノベーション管理ツール『IdeaScale』
を導⼊する企業が増えております。 

 

2.3.1 海外実績 

 
 

2.3.2 国内実績 
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3 活⽤例 

3.1 イノベーションの仕組みのスモールスタート 
多くの⼈的リソースをかけずにイノ
ベーションの仕組みと組織⽂化を形
成したい場合に有効な⽅法です。各
部⾨から協⼒者となるイノベーショ
ン・アンバサダーを選出し、組織を
横断したイノベーション推進チーム
を設置します。このチームが組織と
経営の接合点となって情報収集し、
情報、課題、問題、アイデアなどを
イノベーション管理ツール
『IdeaScale』へ登録します。 
ワークフローによって、情報から
「機会」と「脅威」を特定し、プラ
ン作成から意思決定まで素早く⾏う
ことが可能になります。 

 

3.2 オープンイノベーションへの活⽤ 
アイデア登録フォームを企業情報登
録フォームにカスタマイズし、国内
外の先進企業の技術や情報などを登
録していきます。内部からの課題や
必要な技術が書き込みされるとサジ
ェスト機能によって関連した先進企
業の情報が表⽰され、それをマッチ
ングすることでオープンイノベーシ
ョン活動への効率化が可能になりま
す。 

 

  
 

3.3 プロダクト管理と利害関係者
との信頼関係の構築 

Tesla社、EAスポーツ社、コーセー
社などが実践している活⽤例。
B2B、B2C、B2B2C、B2Eなどから
製品・サービスの要望やアイデアを
登録してもらい、良いアイデアがあ
れば実現性を検証評価し、製品・サ
ービスを改善するための活⽤例で
す。 
 

イノベーション組織
または

デジタルトランスフォー
メーション組織

募集キャンペーンの作成 ワークフローに従ってアイデア
をコンセプトに変換する

ワークフローに従ってアイデア
をコンセプトに変換する（レ
ビューと承認）

経営組織
または

マネジメント組織

実行
リリース

イノベーションが必要なことは理解しているが、どのように進めてよいかわからな
い。スタンダードな仕組みでスモールスタートから始めたい課 題

事業部門

営業 マーケティング 製造・開発 顧客・製品サポート

イノベーション・
アンバサダー

関係部門からイノベーショ
ン・アンバサダーを選出す
る

情報もしくはアイデアの登録

分析レポート
投稿者評価など

マネジメントレビュー

人事評価制度

新規事業推進

オープン・イノベーション組織

ベンチャー企業（1） ベンチャー企業（2）

国内

ベンチャー企業（3）

海外

ベンチャー企業（4）

オープン・イノベーション向けキャンペーン

情報をポスト

従業員

課題をポスト要望をポスト
フィードバック

ポストされた蓄積情報から課
題と要望にフィットしたものを
選定する

モデレータ言語翻訳機能
生成AIなど

英語
ドイツ語日本語 日本語

国内外のベンチャー企業から会社情報やPR情報をプラットフォームにポストして
もらい、従業員からの要望や課題に対して解決策を保有する企業との橋渡しを
行う仕組み
顧客はベンダー選定が効率化できる仕組みにも利用可能

課題

⾔語翻訳機能により、世界各国と⾔語を超えた情報共有・コミュニケーションが可能
世界各国からの製品・サービスの改善要望などを１つのプラットフォームに集約できる。
テキストマイニング機能によって最も多い語句を抽出。

⾔語の壁があるため１つのプラットフォームに集約できなかった製品・サービス要望の受
付システムによって、トレンド分析などができなかった。課題
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3.4 CoE（Center of Excellence）としての活⽤ 
エンタープライズ・アジャイルの世界では、CoE（Center of Excellence）という⾔葉は聞かれると思い
ます。「CoE」とは、⽬的・⽬標を達
成するために組織（社内）に散らばる
優秀な⼈材・ノウハウ・設備などの経
営リソースを横断的組織として 1 カ所
に集約することを指します。これによ
り、組織内の事業や問題解決の効率
化・スピードアップを図ることを実現
します。ここには落とし⽳として、優
秀な⼈材がいなくなると機能が失われ
てしまう可能性があります。それを防
⽌するためのプラットフォームとして
IdeaScale を活⽤した例となります。 
 
 

3.5 アルムナイネットワークとしての活⽤ 
「アルムナイネットワーク」とは、離職者（アルムナイ）との良好な関係を維持することで、新しいス
キルや異業種の知識などを習得した即
戦⼒の⼈材として再雇⽤してしたり、
新しい知識や経験をもった離職者と外
部の協⼒関係を築いたりすることで、
⼈的リソースを確保することを期待し
た取り組みです。この取り組みは⽇本
でも急激に拡⼤している取り組みで
す。 
 
 
 
 
 

3.6 ベンチャーへの出資から経営基盤作りの⽀援として 
多くの企業がベンチャーへの出資やM&Aの活動を⾏っています。慈善事業ではないため、出資をした
ら、いつかは回収しなければなりませ
ん。出資先に何の⽀援もなく放置すれ
ば回収率は下がり、無駄な投資となる
可能性が⾼くなります。イノベーショ
ンに取り組む企業は投資家からも評価
され、IPOだけでなく時価総額も増加
傾向となる市場評価レポートも発表さ
れています。イノベーション管理ツー
ル『IdeaScale』を出資元が契約し、出
資先への⽀援プラットフォームとして
提供することで投資の回収率を向上さ
せるための仕組みです。 
 

優秀な人材の経験や知識・知見、ナレッジ、アイデアを蓄積して、個人と組織の
力量を底上げし、将来のナレッジ活用に役立てる。課 題

失敗事例
キャンペー
ン

成功事例
キャンペー
ン

原因を客観的に考察
し、根本原因の特定
や原因の仮説を立て
たりする。

類似事案などに活用
し、ビジネス精度を
高める

アイデアや課題

分析レポート
投稿者評価など

人事評価制度

奨励・評価

離職者（アルムナイ）を外部の協力者として関係を築きたい。
ユーザー課金のクラウドサービスはコストがかかるため、最適な仕組みをつくれない課題

離職者（アルムナイ）

イノベーション組織
アイデア収集キャンペーン

従業員
経営

マネージメント

アイデア登録

コメント

方針・テーマ

モデレータ

事業方針やテーマに基づい
てキャンペーンを作成する。
機密情報など外部公開できな
い情報を監視。禁止用語設定
を行う。

いまOO業界に在籍し
ているけど、その製
品は、こういうニー
ズに合うと思うよ？

この方向性でいくな
ら、こんなメッセー
ジにするとよいので
は？

いまマーケティング
会社にいるけど、効
果的なプロモーショ
ン方法をコメントし
ます。

※IdeaScaleは、ユーザー無制限でドメイ
ン制限なくアカウントが作成できる

ベンチャーへ出資したが、なかなかIPOによる回収ができない場合が多い。
ベンチャー側が新しい価値の創出や変化に素早く対応できる仕組みがなく、属人化による構造になっ
てしまっているので不安

課題

ベンチャー企業

新規事業開発部門
イノベーション活動

アイデア登録

事業創造活動

モデレータ

事業方針やテーマに基づいてキャン
ペーンを作成する。
ベンチャー企業側の知的活動が見える
化でき、新規事業開発に関するノウハ
ウも蓄積される。
場合によってはマッチングまで可能

※IdeaScaleは、ユーザー無制限でドメイン制限なくアカウントが作成できる。
出資関係があれば法人が異なっていても利用可能

A社 B社 C社
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4 おわりに 
イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の仕組みには、イノベーション管理ツールが不可
⽋です。組織に IMS を構築すれば、さまざまな経営課題や将来起こる課題にも対応できるようにな
ります。イノベーション管理ツールと⾔っても、すべての製品サービスが同じ⽤途、同じ機能があ
るというわけではありません。組織に適した製品サービスを選択する必要があります。 
イノベーション管理ツール『IdeaScale』は、イノベーションの国際標準規格：ISO56001（要求事
項）および ISO56002（実践事項）に適した機能を提供しており、⼩規模なチームから⼤規模なビジ
ネス組織、複合的なホールディング組織に対してイノベーションの仕組みを構築できる優れたイノ
ベーション管理ツールです。下図が ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の概要図
となります。 
 

 
 

イノベーション管理ツール『IdeaScale』およびイノベーション・マネジメントシステム（IMS）の
仕組みについて、詳しく知りたい⽅は以下のよりお問い合わせください。 

 

 

IdeaScale ジャパン株式会社 
ビジネス・イノベーション部  担当：⼤塚 和彦 
メールアドレス：contact@ideascale.co.jp 
相談フォーム ：https://ideascale.co.jp/contact/ 
 ホームページ：https://ideascale.co.jp/ 
 

 

mailto:contact@ideascale.co.jp
https://ideascale.co.jp/contact/
https://ideascale.co.jp/

